
⑶　　　 平成25年10月25日　　福生市議会だより　　No.190

平成25年 第3回
福生市議会定例会 （通告順に掲載）

質問方式は、一括方式、一問一答方式あるいは併用方式（一括と一問一答の併用）の
選択制となっています。

通告者の下欄に質問方式を表示しています。

平成25年10月25日　　福生市議会だより　　No.190　 ⑹

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

通告者 通告者質 問 内 容 質 問 内 容

１　教育行政について
　⑴幼児教育の現状と今後について
　⑵通学路の現状と今後の安全性について

１　中学校給食の検討について
　⑴検討のポイントについて
　⑵結論までのタイムスケジュールについて
２　歴史・公民中学校教科用図書の選定、採択について
　⑴次回の選定、採択に向けての検討状況について
　⑵改訂学習指導要領の要点及び目標について
　⑶評価項目等の見直しについて
　⑷平成23年度の調査委員会報告書及び選定協議会答申について

１　学校におけるいじめについて
　⑴いじめの未然防止、早期発見についての対応策について
　⑵精神のアンバランスから生じるいじめについて
　⑶保護者からの情報提供に対しての取り扱いについて
　⑷地域との連携について
２　学校における防災対策及びＢＣＰについて
　⑴防災訓練及び避難訓練について
　⑵震災時の対応、震災後のＢＣＰについて
３　校舎の老朽化について
　⑴校舎を維持管理していく上での考え方、今後の計画について

１　改正高年齢者雇用安定法について
　⑴改正高年齢者雇用安定法と公務員の関係について
　⑵市職員の高年齢者雇用安定法措置の現状と課題について
２　在宅医療・介護・療養等の推進について
　⑴今後における在宅医療・介護・療養等の重要性について
　⑵在宅医療・介護・療養等の現状と課題、方向性について

１　市内における落書きについて
　⑴まちの美観や犯罪被害について
　⑵公園及び道路における被害対応について
　⑶落書きに対する指導、教育について
２　薬物乱用防止指導について
　⑴市内における現状について
　⑵市民に向けた啓もう活動について
　⑶薬物乱用防止教育について

１　公園の管理について
　⑴委託に関する考え方と市職員や公園ボランティアとの役割分
担について

　⑵福生公園と下の川緑地せせらぎ遊歩道公園について
２　マタニティマークとハートプラスマークについて
　⑴マタニティマークとハートプラスマークの市の取り組み及び
公共施設での活用について

３　学校施設等の非構造部材耐震化について
　⑴小・中学校等の非構造部材耐震化の進捗状況と今後の取り組
みについて

１　横田基地について
　⑴垂直離着陸輸送機オスプレイについて
２　子育て支援対策について
　⑴未就学児への脳活導入について
３　教育行政について
　⑴音楽のまちづくりについて

１　もくせい会館のエレベーター設置について
　⑴内容及び今後の日程について
２　地域包括連携協定について
　⑴今回の協定について
　⑵今後の協定のあり方について
３　ジュニアスポーツの育成について
４　教育行政について
　⑴いじめ対策について

１　福生駅周辺のまちづくり等について
　⑴福生駅西口周辺の開発について
　⑵市道第1160号（宿橋通り）の整備について
２　指定管理者制度について
　⑴本年度で指定期間が満了する施設の現状等について
　⑵今後の取り扱い等の方針について

１　ＬＥＤ化推進について
⑴道路照明灯のＬＥＤ化工事について
⑵公共施設等照明のＬＥＤ化について

２　定住化対策について
⑴福生市の目指す定住化への取り組みについて
⑵政策実現に至るプロセスについて

１　片倉跡地と周辺等の整備について
　⑴シルク台計画の見直しについて
　⑵新奥多摩街道について
　⑶跡地内の熊川分水保全について
２　学校照明のＬＥＤ化について
　⑴校庭照明及び体育館照明などのＬＥＤ化について

１　入札・契約制度について
⑴入札・契約制度と低入札の対応について
⑵総合評価方式について

２　窓口業務と開庁時間について
⑴時間外開庁について
⑵地域会館やコンビニ等での諸証明発行について

３　安全・安心まちづくりについて
⑴犯罪の傾向と件数の推移について
⑵防犯カメラの設置について

１　七夕まつりを終えて
⑴今年の取り組みの工夫は

２　防災について
⑴我が街の安全は

３　「くるみるふっさ」について
⑴現事務所の場所について

４　プラムポックスウイルスについて
⑴その後の状況について

１　福生の祭りについて
⑴市の考え方について

１　緑の基本計画について
⑴緑化の推進状況について

２　子宮頸がん予防について
⑴現在の状況について
⑵学校での取り組みについて

３　学校給食について
⑴給食センターづくりの進め方について

１　国民健康保険税値上げの影響について
⑴値上げが生活の困窮、滞納との悪循環になっていないか
⑵滞納者への差し押さえについて

２　生活保護基準引き下げの影響について
⑴受給者からの声について
⑵様々な施策への影響について
⑶処分不服の審査請求について
⑷引き下げ分をカバーする市独自の補助金について

３　中学校給食について
⑴給食を中心とした食育教育について

１　高齢者の安全安心について
⑴一人暮らし高齢者の見守り等について
⑵要援護者システムについて
⑶緊急通報システムについて

２　福生市清潔で美しいまちづくり条例について
３　市民の健康について
⑴がん検診について
⑵胃がん検診について
⑶健康教育について

町田　成司
（一問一答）

⑪

杉山　行男
（一括）

武藤　政義
（一括）

柳川　英司
（一括）

清水　義朋
（一括）

岩﨑　百合子
（一括）

五十嵐　みさ
（一括）

田村　正秋
（一括）

青海　俊伯
（併用）

大野　聰
（一括）

末次　和夫
（一問一答）

⑫

堀　雄一朗
（併用）

⑬

大野　悦子
（一括）

⑭
串田　金八
（一括）

⑮

阿南　育子
（一問一答）

⑯

池田　公三
（併用）

⑰

原田　剛
（併用）

１　米軍横田基地について
⑴米軍機が米軍基地内のように、住宅地を飛行することについて
⑵オスプレイの飛来、訓練、配備を絶対許さないことについて
⑶横田基地公害訴訟及び飛行回数の増加について
⑷横田基地の米軍属等による暴行事件について
⑸横田基地所属Ｃ－130輸送機の部品紛失について

２　自転車利用者の啓発看板について

⑱

奥富　喜一
（一問一答）

一
般
会
計
決
算
の
審
査
か
ら

問　

平
成
24
年
度
決
算
の
特

徴
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　

決
算
規
模
は
、
歳
入
は

２
３
０
億
８
千
万
円
で
、
前

年
度
比
で
３
・
３
％
の
増
加
、

歳
出
は
２
２
３
億
４
千
万
円

で
、
２
・
８
％
の
増
加
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
結
果
、
実
質

収
支
は
７
億
４
千
万
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
１
億
２
千
万

円
の
増
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、

経
費
節
減
に
努
め
た
こ
と
と
、

市
税
等
の
収
入
確
保
に
意
欲

的
に
取
り
組
ん
だ
結
果
で
あ

る
。
特
に
市
税
収
納
率
は
前

年
度
比
１
・
５
ポ
イ
ン
ト
増

の
95
・
４
％
と
な
り
、
収
納

努
力
の
成
果
が
現
れ
て
い
る
。 

問　

調
定
に
対
す
る
収
入
割

合
が
、
１
・
５
％
増
の
95
・

４
％
と
い
う
高
い
実
績
に

な
っ
て
い
る
。
平
成
24
年
度

の
徴
収
の
実
態
は
ど
う
だ
っ

た
の
か
。

答　

収
納
率
に
つ
い
て
は
、

平
成
13
年
度
に
収
納
課
が
で

き
て
以
来
、
最
高
の
数
値
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
26
市

の
市
税
収
入
実
績
を
比
較
す

る
と
、
平
成
23
年
度
の
24
位

か
ら
、
平
成
24
年
度
は
17
位

と
な
っ
て
お
り
、
順
位
的
に

は
平
均
に
近
づ
い
て
い
る
。

東
京
都
と
の
協
同
あ
る
い
は

催
告
書
の
工
夫
等
を
鋭
意

行
っ
て
き
た
成
果
と
考
え
て

い
る
。

 

問　

都
支
出
金
の
教
育
費
都

補
助
金
の
中
に
被
災
児
童
生

徒
就
学
支
援
等
事
業
補
助
金

と
い
う
の
が
あ
る
が
、
こ
の

内
容
と
、
小
・
中
学
校
そ
れ

ぞ
れ
の
対
象
人
数
を
伺
い
た

い
。

答　

東
日
本
大
震
災
で
被
災

し
た
児
童
・
生
徒
で
、
事
情

に
よ
り
住
民
票
を
被
災
地
に

置
い
た
ま
ま
福
生
市
の
学
校

に
通
っ
て
就
学
援
助
を
受
け

て
い
る
人
を
対
象
に
、
東
京

都
か
ら
補
助
金
が
出
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
小
学
校
が
６

名
、
中
学
校
が
０
名
の
合
計

６
名
が
、
こ
の
補
助
金
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
。

 

問　

国
際
化
推
進
事
業
費
の

事
業
の
内
容
は
。
ま
た
、
ど

の
よ
う
な
観
点
か
ら
こ
の
事

業
を
始
め
た
の
か
。

答　

第
４
期
総
合
計
画
の
中

に
も
、
日
本
人
と
外
国
人
が

と
も
に
安
心
し
て
生
活
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
の
「
多
文
化
共
生
と
国

際
交
流
の
推
進
」
と
い
う
施

策
が
あ
り
、
意
識
の
啓
発
を

目
的
と
し
て
、
講
演
会
等
の

事
業
を
実
施
し
て
い
る
も
の

で
あ
る
。
平
成
24
年
度
は
、

明
星
大
学
の
人
文
学
部
の
教

授
を
招
き
、「
多
文
化
共
生

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
、
職
員
向
け
の

講
演
会
を
１
回
開
催
し
て
い

る
。

 

問　

障
害
者
福
祉
事
業
費
の

お
む
つ
等
助
成
費
は
平
成
23

年
に
比
べ
て
件
数
が
増
え
て

お
り
、
老
人
福
祉
事
業
費
の

お
む
つ
等
扶
助
費
は
、
件
数

が
大
幅
に
減
少
し
て
い
る

が
、
そ
の
理
由
は
。

答　

障
害
者
の
お
む
つ
等
助

成
費
は
、
申
請
者
数
が
増
え

た
た
め
、
増
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
高
齢
者
の
お
む
つ
等

扶
助
費
は
、
平
成
25
年
４
月

か
ら
の
支
給
対
象
者
の
支
給

要
件
の
見
直
し
に
伴
い
、
常

時
臥
床
で
あ
る
対
象
者
の
状

況
把
握
に
努
め
た
結
果
、
対

象
者
減
と
な
っ
た
も
の
で
あ

る
。

 

問　

障
害
者
日
中
活
動
サ
ー

ビ
ス
推
進
事
業
は
昨
年
の
新

規
事
業
で
、
10
分
の
10
の
東

京
都
の
補
助
金
だ
と
記
憶
し

て
い
る
が
、
そ
の
点
に
つ
い

て
確
認
し
た
い
。

　

ま
た
、
こ
の
事
業
の
内
容

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　

平
成
24
年
度
に
つ
い
て

も
、
東
京
都
の
補
助
金
10
分

の
10
の
事
業
と
な
っ
て
い

る
。
内
容
と
し
て
は
、
障
害

者
自
立
支
援
法
に
基
づ
き
、

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
就
労

移
行
支
援
、
就
労
継
続
支
援

等
を
実
施
す
る
社
会
法
人
等

に
補
助
金
を
出
す
も
の
で
あ

る
。
新
た
に
事
業
所
が
認
定

さ
れ
た
た
め
、
事
務
報
告
書

に
も
記
載
し
て
い
る
。

 

問　

カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の

実
証
実
験
が
引
き
続
き
行
わ

れ
て
い
る
が
、
利
用
実
績
や

Ｃ
Ｏ
２

削
減
等
、
あ
る
程
度

数
字
も
出
て
き
て
お
り
、
そ

ろ
そ
ろ
結
論
を
出
す
時
期
で

は
な
い
か
。

答　

平
成
24
年
度
の
年
間
の

実
績
を
重
視
し
、
平
成
25
年

度
の
上
半
期
の
実
績
を
踏
ま

え
て
、
費
用
対
効
果
を
含
め
、

利
便
性
、
公
共
性
、
公
益
性
、

将
来
性
等
を
総
合
的
に
考
慮

し
て
結
論
を
出
す
必
要
が
あ

る
。
実
証
実
験
開
始
時
に
は

な
か
っ
た
民
間
の
カ
ー
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
も

福
生
市
に
で
き
、
電
気
自
動

車
の
普
及
も
当
時
と
は
状
況

が
変
わ
っ
て
い
る
の
で
、
こ

う
い
っ
た
こ
と
を
総
合
的
に

踏
ま
え
て
判
断
し
た
い
。

 

問　

平
成
24
年
度
の
農
業
委

員
会
の
体
制
と
活
動
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。
ま
た
、
事
務

局
は
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
り

を
持
っ
て
い
る
の
か
。

答　

福
生
市
農
業
委
員
会

は
、
女
性
を
含
め
た
７
人
の

農
業
委
員
で
活
動
し
て
い

る
。
定
例
会
は
月
１
回
で
、

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
や
、
広
報

紙
「
福
生
市
Ｆ
ａ
ｒ
ｍ
ｅ
ｒ
」

の
発
行
、
農
地
ウ
ォ
ー
ク
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
事
務
局
は
、
地
方

自
治
法
に
定
め
ら
れ
た
行
政

委
員
会
事
務
局
の
位
置
づ
け

だ
が
、
落
花
生
の
特
産
化
な

ど
、
協
働
に
近
い
関
係
で
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

 

問　

福
生
市
は
平
成
24
年
度

に
全
校
で
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
配
置
に
取
り
組
ん

だ
が
、
小
・
中
学
校
そ
れ
ぞ

れ
合
わ
せ
て
５
人
の
配
置
を

ど
の
よ
う
な
割
り
振
り
で

行
っ
た
か
。
ま
た
、
学
校
現

場
の
受
け
止
め
は
ど
う
か
。

答　

東
京
都
派
遣
の
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
未
配
置
の

小
学
校
３
校
に
福
生
市
独
自

の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

を
配
置
し
、
児
童
・
生
徒
及

び
保
護
者
が
日
常
的
に
相
談

し
や
す
い
体
制
を
整
え
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
教
育
相
談
に

対
す
る
教
師
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
が
図
れ
、
ま
た
、
市
の
教

育
相
談
室
と
の
連
携
に
よ
り

児
童
や
保
護
者
へ
の
適
切
な

対
応
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
と
考
え
て
い
る
。

　

今
回
の
定
例
会
に
、
平
成
24
年
度
一
般
会
計
決

算
及
び
4
つ
の
特
別
会
計
決
算
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

本
会
議
で
は
、
一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て
は
18

名
で
構
成
す
る
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し

て
付
託
さ
れ
、
９
月
９
日
か
ら
12
日
ま
で
行
わ
れ
、

特
別
会
計
決
算
に
つ
い
て
は
建
設
環
境
委
員
会
、

市
民
厚
生
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案

の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
の
特
徴
に
つ
い
て

お
む
つ
等
助
成
費
及
び

お
む
つ
等
扶
助
費
に
つ
い
て

次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
活
用

モ
デ
ル
事
業
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
の
体
制
と

活
動
に
つ
い
て

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

割
り
振
り
に
つ
い
て

収
納
率
の
向
上
及
び

徴
収
の
実
態
に
つ
い
て

国
際
化
推
進
事
業
費
に
つ
い
て

被
災
児
童
生
徒
就
学
支
援
等

事
業
補
助
金
に
つ
い
て

平成 24 年度　会計別決算額

平成 24 年度　一般会計予算の款別内訳 （）内の数字は合計に占める割合

平成 24年度 平成 23年度

市　　　税

国庫支出金

都 支 出 金

地方交付税

基地交付金

繰　入　金

市　　　債

繰　越　金

地方消費税交付金

使用料及び手数料

そ　の　他

民　生　費

教　育　費

衛　生　費

総　務　費

土　木　費

公　債　費

消　防　費

諸 支 出 金

議　会　費

商　工　費

そ　の　他

78億7,839万3,834円（34.1％）

38億4,608万7,385円（16.7％）

33億2,507万2,170円（14.4％）

28億3,059万7,000円（12.3％）

14億4,946万8,000円（6.3％）

7億5,952万1,068円（3.3％）

7億2,200万円（3.1％）

6億1,922万504円（2.7％）

5億8,705万2,000円（2.5％）

3億7,110万2,914円（1.6％）

6億9,119万1,759円（3.0％）

103億1,015万1,832円（46.2％）

24億7万7,878円（10.7％）

23億9,910万1,962円（10.7％）

22億290万3,062円（9.9％）

17億9,337万7,899円（8.0％）

11億3,677万1,994円（5.1％）

8億8,862万5,924円（4.0％）

6億4,962万9,549円（2.9％）

3億864万935円（1.4％）

1億9,450万5,146円（0.9％）

5,634万7,458円（0.2％）

歳　入

歳入合計　230億 7,970 万 6,634 円 歳出合計　223億 4,013 万 3,639 円

歳　出

▲平成24年度一般会計決算を起立多数で可決

地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金
分担金及び負担金
財産収入
寄附金
諸収入

国有提供施設等
所在市町村
助成交付金等

労働費
農林水産業費

会 計 区 分

総 合 計

歳入決算額 歳出決算額 残額（翌年度繰越額）
一 般 会 計

特
別
会
計

69 億 2,462 万 5,771 円
33 億 6,520 万 9,368 円
9億 8,596 万 1,840 円
17 億 1,210 万 9,097 円
360 億 6,761 万 2,710 円

7億 3,957 万 2,995 円
1億 4,621 万 2,868 円

6,241 万 2,571 円
1,581 万 6,358 円
8,822 万 4,646 円

10 億 5,223 万 9,438 円

決
算
の
概
要

障
害
者
日
中
活
動
サ
ー
ビ
ス

推
進
事
業
に
つ
い
て

国民健康保険特別会計
介 護 保 険 特 別 会 計
後期高齢者医療特別会計
下 水 道 事 業 会 計

230億 7,970 万 6,634 円
67 億 7,841 万 2,903 円
33 億 0,279 万 6,797 円
9億 7,014 万 5,482 円
16 億 2,388 万 4,451 円
350 億 1,537 万 3,272 円

223 億 4,013 万 3,639 円

平
成
24
年
度

平
成
24
年
度




